
 

日時：9 月 18 日(月・祝) 13:30~16:00 

場所：京都大学 百周年時計台記念館 国際交流ホール I 

京都市左京区吉田本町 京都大学吉田キャンパス 

（京都市バス 京大正門前） 
 
内容 

・ 開会挨拶 

・ 遺棄毒ガス被害問題の概要 

富永由紀子（弁護団） 

・ 毒ガス被害の実態についての報告 

藤井正實（内科医）、曽維民（神経内科医師）、 

磯野理（神経内科医師） 

・ 被害者の訴え 

牛海英（チチハル遺棄毒ガス被害事件被害者） 

・ 質疑応答 

・ まとめ 

資料代 500 円 

 戦時中、日本は毒ガス兵器を製造し、中国の戦場で使用しました。 

 敗戦時にはそれらの毒ガス兵器を中国の河川や山野に国際法違反を逃れるために遺棄・隠蔽しました。戦後中

国と日本では工事現場で知らずに掘削した人など多くの市民が被害を受けています。各地で重篤な障害だけでな

く死亡者も出ています。 

毒ガスの被害は呼吸器疾患、皮膚疾患だけでなく、神経被害やガンの発生など深刻であることが明らかにされて

きました。 

 9 月 16 日から京都で世界神経学会議が開催され、日本の医学者が毒ガス被害について報告します。 

これを機会に公開シンポジウムを行い、被害の実態を多くの皆さんに知っていただきたいと思います。 

 中国からは 2003 年に起きたチチハル事件の被害者牛海英さんと、曽維民医師が来日し、被害の実態につい

て特別報告をします。多くの皆様のご参加をお願いいたします。 

 

主催：日本軍遺棄毒ガス被害を考える京都シンポジウム実行委員会 

参加団体：全日本民医連、京都民医連、京都保険医協会、日本中国友好協会、日本中国

友好協会京都府連合会、日本中国友好協会大阪府連合会、日本中国友好協会兵庫県連合

会、中国人戦争被害者の要求を支える京都の会、NPO 化学兵器被害者支援日中未来平

和基金、遺棄毒ガス被害事件弁護団連絡会、化学兵器被害解決ネットワーク 

連絡先：京都民医連 ０７５－３１４－５０１１ 



 
 

  

 

この度のシンポジウムの開催には、曽維民医師と牛海英さんの渡航費用、 

宿泊費用などの費用がかかっております。 

皆様カンパでご支援ください。 

カンパは下記口座までお願いします。 

 

 

 

 

郵便振替 

口座番号 ００１７０－０－６５０１９４ 

チチハル８・４ 被害者を支援する会 

  

      振込用紙に「京都シンポジウムカンパ」と明記ください。 

  

 

 

 


